
大雪時の車両の立ち往生防止対策に係る

タイヤの技術的分析・検討を行う勉強会

対策の方向性（とりまとめ）

令和３年３月 12 日

大雪時の車両の立ち往生防止対策に係る

タイヤの技術的分析・検討を行う勉強会



2



3

目次

１．背景...............................................................................................................................................5

２．勉強会設置後に講じた緊急対策................................................................................................... 5

（１）冬用タイヤ装着等の注意点に関するチラシの作成・周知.....................................................5

（２）摩耗した冬用タイヤ使用抑止のルール化..............................................................................6

３．雪上で立ち往生が発生するメカニズム........................................................................................ 7

（１）車両の影響による窪みの発生................................................................................................7

（２）立ち往生が発生する条件....................................................................................................... 7

４．立ち往生に係る車両情報等及び各団体等からの情報提供........................................................... 7

（１）立ち往生に係る車両情報等................................................................................................... 7

（２）各団体等からの情報提供....................................................................................................... 7

５．講じるべき対策.............................................................................................................................8

（１）冬用タイヤの装着について................................................................................................... 8

（２）チェーンの携行・装着について............................................................................................ 9

（３）特に雪道で立ち往生が発生しやすい車両............................................................................10

（４）性能限界.............................................................................................................................. 10

（５）雪上運行性能に資する新技術..............................................................................................11

６．パンフレットの作成・周知........................................................................................................ 11

７．中長期的課題.............................................................................................................................. 11



4

添付資料

資料１．勉強会の構成団体及び開催経緯

資料２．冬用タイヤの溝深さに注意！-大型車の冬用タイヤに関する使用上の注意点-（チラシ）

資料３．冬用タイヤの安全性を確認することをルール化しました。（１月 26 日報道発表資料）

資料４．立ち往生車両 MOTAS 情報一覧

資料５．各団体ヒアリング結果

資料６．雪道での立ち往生に注意！-大型車の冬用タイヤとチェーンについて-（パンフレット）

資料７．『雪道での立ち往生に注意！』（パンフレット）の作成について（２月19日報道発表資料）

参考資料１．大雪に対する国土交通省緊急発表（１月 11 日報道発表資料）

参考資料２．冬用タイヤの装着だけで安心していませんか？（全ト協資料）

参考資料３．早めの冬用タイヤ装着が大切です！（タイヤ協会資料）

参考資料４．チェーン規制の考え方（道路局資料）

参考資料５．冬用タイヤの性能及び種類（タイヤ協会資料）

参考資料６．NEXCO 東日本冬用タイヤ装着状況調査結果（全ト協資料）

参考資料７．ASV 技術の普及促進（基準・補助・税制、普及状況）

参考資料８．北陸地方の豪雪による立ち往生の状況（北陸信越運輸局資料）

参考資料９．冬用タイヤの呼称に関するアンケート結果（タイヤ協会資料）



5

大雪時の車両の立ち往生防止対策に係るタイヤの技術的分析・検討を行う勉強会

対策の方向性（とりまとめ）

１．背景

令和２年 12 月以降の大雪により、関越道、北陸道等において多くの大型車両が立ち往生

したことで、大量の車両が路上に滞留する事案が発生した。これを受け、国土交通省におい

て、立ち往生の原因や防止策について技術的に分析・検討を行うため、令和３年１月 14 日

に本勉強会が設置された。勉強会の検討事項は以下の通り。

① 立ち往生して通報された車両について、車両の構造等を分析

② 立ち往生を引き起こしやすい車両や使用条件について技術的に考察し防止策を検討

③ 冬用タイヤとチェーンの併用について、効果、併用のタイミング等について検討 等

これを踏まえ、本勉強会では、今般の事案を受けた緊急対策について議論するとともに、

学識経験者からの情報提供、立ち往生に係る車両情報等の分析及び各関係団体等からのヒア

リング等を通じて検討を実施した。これまで３回の会合を開催し、講じるべき対策及び中長

期的課題についてとりまとめた。

２．勉強会設置後に講じた緊急対策

（１）冬用タイヤ装着等の注意点に関するチラシの作成・周知

道路で大型車が立ち往生した場合、深刻な交通渋滞や通行止めを引き起こすこととなる。

このため、積雪・凍結路においては、必ず適切な冬用タイヤを装着するなど運行上の適切

な措置を講じることが運送事業者及び使用者の責務である。また、交通渋滞等を引き起こ

した運送事業者等には監査を行い、講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象とする

こととなっている。これらの事項について、改めて注意喚起するとともに、大型車の冬用

タイヤに関する使用上の注意点について周知するため、運送事業者を対象としたチラシを

作成し、令和３年１月 15 日に国土交通省より関係団体に発出した。

本チラシにおいては、以下の注意点について記載し解説している。

① 積雪・凍結路では、冬用タイヤを全車輪に装着すること

② 冬用タイヤの溝深さが新品時の 50％以上残っていることを「プラットホーム」で運

行前に必ず確認すること（一部海外メーカー品は除く。）

③ 積雪・凍結路での運行前に、「低速ギアでゆっくり発進」「坂道を登り終わるまでギ

アチェンジしない」などの運転操作上の注意点を把握しておくこと
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図１ プラットホームとは

図２ プラットホームの例

（２）摩耗した冬用タイヤ使用抑止のルール化

冬用タイヤの溝深さが新品時の 50％以上残っていることについては、冬用タイヤの性

能の維持・確保の観点から、運行前に確実に確認されることが必要である。このため、溝

深さの確認等の措置を義務付けることとし、国土交通省において、令和３年１月 26 日に

貨物・旅客運送事業関係の通達「貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運用につい

て」及び「旅客自動車運送事業運輸規則の解釈及び運用について」を改正した。

これにより、以下の事項がトラック・バス運送事業者の義務として明確化された。

① 整備管理者は、雪道を走行する自動車の冬用タイヤについて、溝の深さがタイヤ製

作者の推奨する使用限度よりもすり減っていないことを確認しなければならないこ

残り溝深さが「プラットホーム」に達している
状態。冬用タイヤとして使用できません。

プラットホーム
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と

② 運行管理者は、雪道を走行する自動車について、点呼の際に上記事項が確認されて

いることを確認しなければならないこと

３．雪上で立ち往生が発生するメカニズム

第２回勉強会において、学識経験者として福井大学藤本明宏准教授及び新潟大学河島克久

教授より、雪上で立ち往生が発生するメカニズム等についてご講演いただいた。

ご講演でご教示いただいた雪上で立ち往生が発生するメカニズムの概要は以下の通り。

（１）車両の影響による窪みの発生

雪道において渋滞等により車両が停止すると、車両の輻射熱及びタイヤ経由の熱により

雪が一時的に解けて窪みが発生するとともに、解けた雪が浸透し再度凝固することにより

窪みの底面が氷板状になる。

加えて、車両のタイヤが窪みの中で空転した場合、摩擦熱により更に窪みが成長する。

（２）立ち往生が発生する条件

積雪表面の摩擦係数の低下により車両の前進力が縮小するとともに、窪みの傾斜により

車両の後退力が増大することで、両者の大小関係が入れ替わり立ち往生が発生する。

４．立ち往生に係る車両情報等及び各団体等からの情報提供

（１）立ち往生に係る車両情報等

今般の事案において立ち往生した車両については、車両の登録番号とともに、立ち往生

発生時の冬用タイヤの装着状況、チェーンの装着有無、道路勾配、積雪状況等の情報が道

路管理者から国土交通省に対して報告されている。当該データを基に、自動車局において

MOTAS 情報の抽出・分析を行った。結果は添付資料のとおり。なお、車両の登録番号及び

車台番号については、個人情報保護の観点から記載していない。

（２）各団体等からの情報提供

立ち往生と車両の特徴との関係、新技術による性能差等について、一般社団法人日本自

動車工業会各社及び一般社団法人日本自動車車体工業会から情報収集・ヒアリングを実施

した。対象団体及びヒアリング事項は以下の通り。ヒアリング結果は添付資料の通り。

① 対象団体

日本自動車工業会（大型車メーカー４社、乗用車メーカー１社）

日本自動車車体工業会

② ヒアリング事項
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・今般発生した立ち往生事案における車両の特徴

・立ち往生と車両の特徴との関係についての技術的な見解

・新技術（EVSC 等）による性能差の有無

・冬用タイヤ性能等に関する知見、データ 等

また、冬用タイヤ及びチェーンの性能、評価方法及び性能限界等について、一般社団法

人日本自動車タイヤ協会及び各チェーンメーカーから情報収集・ヒアリングを実施した。

対象団体及びヒアリング事項は以下の通り。ヒアリング結果は添付資料の通り。

① 対象団体

日本自動車タイヤ協会

チェーンメーカー２社

② ヒアリング事項

・冬用タイヤの性能、評価方法／性能限界

・チェーンの性能、評価方法／性能限界 等

５．講じるべき対策

３．及び４．の内容を踏まえ、勉強会において講じるべき対策について議論を行った結果、

大型車の運送事業者及び使用者を対象に、以下の事項に示す情報・注意点について、広報資

料を配布するなどにより周知・徹底を図るべきとの結論が得られた。

（１）冬用タイヤの装着について

① 積雪地域で運行する場合又は非積雪地域でも積雪予報時に運行する場合は、冬用タ

イヤを全車輪に装着すべき。

② 冬用タイヤ装着の際は、「プラットホーム」等による残り溝 50%以上の確認を徹底す

るとともに、タイヤの種類（スタッドレスタイヤ、オールシーズンタイヤ等）に注意

すること。なお、オールシーズンタイヤは、ちらつく程度の降雪で路面と一部接触可

能な積雪状況を想定したタイヤとされている。雪氷路上の性能は、夏用タイヤよりは

高いものの、スタッドレスタイヤと比べると低いため、過酷な積雪路・凍結路での使

用には推奨できない。

③ 夏用タイヤに比べ、雪上でのグリップ指数が 125%以上確保されているタイヤには、

スノーフレークマークが表示されているので、路面を覆うほどの過酷な積雪路・凍結

路で運行する場合は、スタッドレス表記（国内表記）又はスノーフレークマーク（国

際表記）が表示されている冬用タイヤを全車輪に装着すること。（スノーフレークマ

ーク：基準タイヤ対比雪上性能が 125%以上確保されているタイヤに表示されている記

号。）
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図３ スタッドレス表記の例 図４ スノーフレークマーク

（２）チェーンの携行・装着について

① チェーンについて統一的な性能要件はないが、チェーンを駆動輪に装着した場合、

一般的に冬用タイヤよりも積雪・凍結路での発進・登坂性能が向上する。

② 大雪警報が発表されるなど相当量の積雪が見込まれる場合等にはチェーンを携行

し、装着可能な環境では適切なタイミングで装着すべき。特に雪道で立ち往生が発生

しやすい車両（後述）においては、積雪地域で運行する場合、非積雪地域でも数セン

チ以上の積雪予報時に運行する場合又は勾配の大きい道路を運行する場合等におい

てチェーンを携行するなど特に注意が必要。

③ チェーンの装着にあたっては、サイズが不適切であったり締め方が不十分であると

タイヤとの間で滑りが生じ効果が得られないことに注意し適切に装着すること。また、

立ち往生した後の装着は極めて困難であることに注意し、降雪時には、立ち往生する

前に早めのチェーン装着を心掛けること。

④ 近年、軽量化等により比較的容易に装着可能なチェーンも商品化されている。大型

車の販売店等においては、利便性の高いチェーン等に係る情報提供や販売の取扱いが

行われることが望ましい。

図５ 大型車用金属チェーン
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（３）特に雪道で立ち往生が発生しやすい車両

① 一軸駆動車は、二軸駆動車に比べて１軸当たりの駆動力負担が大きいため、路面と

の摩擦係数が低くなる雪道では空転が発生しやすい。

② 連結車は、被牽引車両のタイヤ周辺の積雪により走行抵抗が大きくなり、影響を受

けやすい。

③ 空荷状態では、駆動軸に十分な荷重がかからずに雪上での発進性能が低下する。

④ 車両安定性制御装置（EVSC）及びトラクションコントロール（発進時等に駆動輪の

回転を制御し空転を低減する装置）の搭載されていない車両は、搭載されている車両

と比較して雪上での走行安定性や発進性能が低下する。

図６ 立ち往生が発生しやすい傾向にある車両

（４）性能限界

① 冬用タイヤ及びチェーンのいずれも性能限界があり、万能ではない。例えば、車両

のバンパーに接触するような新雪の深い積雪路では走行困難となる。このため、運行

前に道路・気象情報を確認し、運行可否の判断や運行経路の検討をすべき。
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（５）雪上運行性能に資する新技術

① 車両安定性制御装置（EVSC）やトラクションコントロール、スタック時脱出装置な

ど、車両に搭載されている装置の機能及び性能限界を把握しておくこと。

② 車両安定性制御装置（EVSC）は令和３年秋に全車両区分への義務化が完了予定。

６．パンフレットの作成・周知

５．で示した情報・注意点について大型車の運送事業者及び使用者に周知を行うことは、

今シーズンの対策としても有効であることから、これらの事項について周知するためのパン

フレットを作成し、令和３年２月 16 日に国土交通省より関係団体に発出するとともに、２

月 19 日に報道発表を行った。

７．中長期的課題

大型車の雪上性能については、試験設備等の制約が大きく、国内における試験データの取

得や分析が十分になされているとは言えない。今後、研究機関や大型車メーカーと連携し、

必要に応じて大型車の雪上試験の実施・データの取得ができる体制を構築することが望まし

い。

また、雪上運行性能に資する新技術について、これまで普及が進んできた車両安定性制御

装置（EVSC）やトラクションコントロールに加え、一部の大型車メーカーでは、AT 車におい

て立ち往生からの脱出に資するクラッチ制御機能が搭載されている。引き続き各自動車メー

カーにより、このような雪上性能に資する新技術の開発・実用化が進められることが期待さ

れる。

さらに、冬用タイヤやチェーンは万能ではなく、大型車は立ち往生発生後のチェーン装着

や脱出が困難であることから、予防的な通行止め等、道路管理上の対策についても引き続き

推進が必要と考えられる。自動車分野から立ち往生が発生しやすい車両の知見を共有するな

ど、道路分野との連携を図ることが必要である。

以上
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全日本トラック協会 雪道対策→

道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。積雪・凍結道路においては、必ず適切な
冬用タイヤを装着するなど適切な措置を講じてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

⇒ 冬用タイヤは全車輪に装着しないと挙動が安定しません。

積雪・凍結道路では、冬用タイヤを全車輪に装着

冬用タイヤの溝深さが新品時の50%以上あることを確認

⇒ 溝深さ50%を示す「プラットホーム」で、運行前に必
ず確認してください。（一部海外メーカー品は除く）

積雪・凍結道路での運行前に、運転上の注意点を把握

⇒ 積雪・凍結道路においては、
・低速ギアでゆっくり発進
・坂道を登り終わるまでギアチェンジしない
など、運転操作の注意が必要です。

一般社団法人
日本自動車タイヤ協会→
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プラットホームとは？

運転上の注意点

①低速ギアでゆっくり発進し、タイヤを空転させない。

②急坂道では登り終わるまで低速ギアを使用し、ギヤチェンジしない。

③急発進、急加速、急旋回及び急停止は避ける。柔らかくブレーキ。

④カーブに入る前に減速する。速度は控えめ。十分な車間距離。

⑤冬用タイヤの性能には限界があるので、運転時は細心の注意を払う。

⑥冬用タイヤを乾燥路や湿潤路で使用する場合は走行速度に注意する。

残り溝深さが「プラットホーム」に達している
状態。冬用タイヤとして使用できません。

プラットホーム



 
令和３年１月２６日 
自 動 車 局 整 備 課 
自動車局安全政策課 

冬用タイヤの安全性を確認することをルール化しました。 

～ 雪道では、使用限度を超えた冬用タイヤの使用は厳禁です。 ～ 

 
１．改正の概要 
（１）「貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運用について」の一部改正 

・整備管理者は、雪道を走行する自動車のタイヤについて、溝の深さがタイヤ製作者の推奨

する使用限度※よりもすり減っていないことを確認しなければなりません。 

・運行管理者は、雪道を走行する自動車について、点呼の際に上記事項が確認されているこ

とを確認しなければなりません。 

（２）「旅客自動車運送事業運輸規則の解釈及び運用について」の一部改正 

  ・乗合バス・貸切バスについて、上記（１）と同様の改正を行います。 

 

※国内メーカー等の冬用タイヤでは、使用限度の目安として、溝の深さが新品時の５０％まですり減った際

にプラットホームが溝部分の表面に現れます。 

 

 

２．スケジュール 

公 布 ： 令和３年１月 26日（本日） 

施 行 ： 公布の日 

 

 

昨年末以降の大雪により、関越道や北陸道において多くの大型車両が路上に滞留する事案が

発生したことを踏まえ、バス・トラック運送事業者は、雪道において適正な冬用タイヤを使用

していることを確認しなければならないこととしました。 

<問い合わせ先> 

【点検整備について】 

自動車局 整備課 児島、川崎 

代表:03-5253-8599（直通）、FAX:03-5253-1639 

【運行管理について】 

自動車局 安全政策課 谷倉 

代表:03-5253-8565（直通）、FAX:03-5253-1636 
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立ち往生車両MOTAS情報一覧

道路局からの情報 MOTAS情報

発生日 時間
道路
会社

路線番号道路名
タイヤ種別

（ノーマル、ス
タッドレス）

チェー
ン

装着有

上り縦
断勾配

(%)
路面状況

連
結

自動車の種別 用途 自家用・事業用の別／適否 車名 型式 原動機の型式 車体の形状 乗車定員 最大積載量 車両重量 車両総重量 長さ 幅 高さ 前前軸重 前後軸重 後前軸重 後後軸重 総排気量又は定格出力 燃料の種類 型式指定番号 類別区分番号 登録年月日／交付年月日 初度登録年月

1 R2.12.17 9:12 東日本 E17関越自動車道ノーマル 無 3.5 積雪 前 普通 貨物 事業用 ボルボ 2DG-KA2TEA2 D13 トラクタ 2[2] 38550[11500] 7260 45920[18870] 583 249 372 5220 - - 2040 12.78 軽油 R2.2.28 R2.2

後 普通 貨物 事業用 東邦 TF36H2C3 - セミトレーラ - 28300 7690 35990 1214 249 249 - 2050 2050 2040 - - R2.3.19 R2.3

2 R2.12.30 17:10 西日本 E2A中国自動車道ノーマル 無 4.5 積雪 普通 乗用 自家用 ニッサン DAA-HGY51 VQ35-HM34 箱型 5 - 1950 2225 512 184 151 1010 - - 940 3.49 ガソリン 17126 0010 H30.8.31 H30.8

3 R2.12.30 17:10 西日本 E2A中国自動車道ノーマル 無 4.5 積雪 普通 乗用 自家用 ニッサン CBA-Z34 VQ37 箱型 2 - 1530 1640 425 184 131 840 - - 690 3.69 ガソリン 16216 0012 R2.6.11 H20.12

4 R3.1.1 2:38 西日本 E2A中国自動車道ノーマル 無 1.1 積雪 普通 乗用 自家用 ニッサン DBA-Y51 VQ25 箱型 5 - 1690 1965 494 184 150 920 - - 770 2.49 ガソリン 16376 0001 R2.12.18 H24.4

5 R3.1.7 13:43 西日本 E3九州自動車道 ノーマル 無 4.7 積雪 普通 貨物 事業用 UDトラックス LKG-CD5ZE GH11 バン 2 13800 11010 24920 1199 250 380 5070 - 3110 2830 10.83 軽油 H26.11.4 H22.9

6 R3.1.7 13:43 西日本 E3九州自動車道 ノーマル 無 4.7 積雪 普通 貨物 事業用 ユソーキ YJV309B - コンテナセミトレーラ - 23200[30480] 4650 27850[35130] 1258 249 164 - 1300 1300 1300 - - H26.5.14 H10.9

7 R3.1.7 13:43 西日本 E3九州自動車道 ノーマル 無 4.7 積雪 普通 貨物 事業用 日野 BDG-FR1EXYG E13C バン 2 13400 11480 24990 1198 249 378 5050 - 3350 3080 12.91 軽油 H21.11.30 H21.11

8 R3.1.7 18:40 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 2.0 
白シャー

ベット
普通 貨物 事業用 トレクス PFW24112 - バンセミトレーラ - 20400 7520 27920 1298 249 379 - - 2700 2690 - - H28.6.16 H23.5

9 R3.1.7 22:30 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 4.4 圧雪 普通 貨物 事業用 日野 2PG-SH1EDGG E13C トラクタ 2[2] 38030[11500] 7180 45320[18790] 548 250 369 5030 - - 2150 12.91 軽油 H31.4.8 H31.4

10 R3.1.7 22:55 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 4.4 圧雪 普通 貨物 事業用 三菱 QDG-FV50VJR 6R10 トラクタ 2[2] 44320[13000] 9270 53700[22380] 680 249 335 5160 - 2040 2070 12.8 軽油 H25.9.13 H25.7

11 R3.1.7 23:00 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 4.4 圧雪 普通 貨物 事業用 いすゞ 2KG-EXD52CD 6WG1 トラクタ 2[2] 38540[11500] 7330 45980[18940] 561 249 321 4920 - - 2410 15.68 軽油 R1.9.30 R1.9

12 R3.1.7 23:00 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 4.4 圧雪 普通 貨物 事業用 UDトラックス 2PG-GK5AAD GH11 トラクタ 2[2] 38910[11500] 6780 45800[18390] 592 250 337 4650 - - 2130 10.83 軽油 H30.12.3 H30.12

13 R3.1.8 6:19 東日本 E17関越自動車道スタッドレス 無 2.85 積雪 普通 貨物 事業用 三菱 LKG-FU54VZ 6R10 キャブオーバ 2 13500 11350 24960 1199 249 328 5390 - 3150 2810 12.8 軽油 H23.9.6 H23.8

14 R3.1.8 15:26 中日本 E41東海北陸道 スタッドレス 有 6.0 積雪 普通 貨物 事業用 UDトラックス ２PG-CD5CA GH11 バン 2 14100 10780 24990 1199 249 376 4960 - 3050 2770 10.83 軽油 H29.12.7 H29.12

15 R3.1.8 13:00 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 1.64 圧雪 普通 貨物 事業用 日野 ２RG-FR1AHG A09C キャブオーバ 2 13700 11190 25000 1199 249 330 5000 - 3230 2960 8.86 軽油 H30.8.27 H30.8

16 R3.1.8 13:00 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 1.64 圧雪 普通 特種 事業用 いすゞ ２PG-CYZ77CM ６UZ1 タンク車 2 8000 13590 21700 982 249 315 5300 - 4230 4060 9.83 軽油 R2.6.12 R2.6

17 R3.1.8 9:30 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 2.8 圧雪 普通 貨物 事業用 UDトラックス 2PG-GK5AAD GH11 トラクタ 2[2] 38700[11500] 6890 45700[18500] 592 249 364 4720 - - 2170 10.83 軽油 R2.7.16 R2.7

18 R3.1.8 9:43 東日本 E17関越自動車道スタッドレス 無 上り
圧雪の上
に薄い積

前 普通 貨物 事業用 UDトラックス QKG-GK6XAB GH13 トラクタ 2[2] 38310[11500] 7350 45770[18960] 555 249 333 5010 - - 2340 12.77 軽油 H28.8.22 H28.8

後 普通 貨物 事業用 東急 TF36H2C3 - セミトレーラ - 26100 9810 35910 1166 249 340 - 2440 2440 2440 - - H23.2.24 H17.12

19 R3.1.8 12:10 東日本 E49磐越自動車道スタッドレス 無 上り 積雪 普通 貨物 事業用 トレクス NCCTB24082 - コンテナセミトレーラ - 24000 3830 27830 1262 249 158 670 - 1580 1580 - - H28.9.1 H20.7

20 R3.1.8 13:49 東日本 E49磐越自動車道スタッドレス 無 3.6 積雪 前 普通 貨物 事業用 日野 ２PG-SH1EDGG E13C トラクタ 2[2] 38310[11500] 7120 45540[18730] 548 249 375 5000 - - 2120 12.91 軽油 H31.3.29 H31.3

後 普通 貨物 事業用 フルハーフ FKD240 - コンテナセミトレーラ - 24000 3640 27640 1269 244 157 - - 1500 1500 - - H8.9.25 S59.11

21 R3.1.8 11:22 東日本 E38道東自動車道スタッドレス 無 3.3 圧雪 普通 貨物 自家用 日野 ２PG-SH1EEGG E13C トラクタ 2[2] 38580[11500] 7270 45960[18880] 578 249 370 5070 - - 2200 12.91 軽油 R2.3.23 R2.3

22 R3.1.8 13:49 東日本 E49磐越自動車道スタッドレス 無 3.6 積雪 普通 貨物 事業用 日野 QPG-FR1EXEG E13C バン 2 13600 11280 24990 1194 249 375 5090 - 3230 2960 12.91 軽油 H29.3.13 H29.3

23 R3.1.8 13:49 東日本 E49磐越自動車道スタッドレス 無 3.6 積雪 普通 特種 事業用 日野 LDG-GN1APBG A09C タンク車 2 11970 9770 21850 982 249 297 3220 3240 - 3310 8.86 軽油 H23.1.20 H23.1

24 R3.1.9 16:07 西日本 浜田自動車道 スタッドレス 無 1.6 積雪 普通 貨物 事業用 日野 ２PG-SH1EDGG E13C トラクタ 2[2] 38210[11000] 7080 45400[18190] 550 250 299 4940 - - 2140 12.91 軽油 R2.7.7 R2.7

25 R3.1.9 11:35 中日本 E8北陸自動車道 スタッドレス 無 0.8 積雪 普通 特種 事業用 三菱 LKG-FU55VZ 6R10 冷蔵冷凍車 2 12400 12490 25000 1199 249 379 5430 - 3700 3360 12.8 軽油 H23.10.18 H23.10

26 R3.1.9 18:50 中日本 E41東海北陸道 スタッドレス 無 0.3 積雪 普通 貨物 事業用 三菱 LKG-FS54VZ 6R10 バン 2 13500 11340 24950 1199 249 379 3100 3270 2510 2460 12.8 軽油 H29.11.24 H24.2

27 R3.1.9 5:00 中日本 E41東海北陸道 スタッドレス 無 -0.3 積雪 普通 特種 事業用 いすゞ PDG-CYJ77W8 ６UZ1 冷蔵冷凍車 2 11700 13140 24950 1198 249 379 2960 3140 3560 3480 9.83 軽油 H31.3.18 H20.3

28 R3.1.9 3:38 西日本 大分自動車道 スタッドレス 無 5.0 積雪 普通 特種 事業用 いすゞ TKG-FRR90T2 ４HK1 冷蔵冷凍車 2 2650 5230 7990 885 232 329 2570 - - 2660 5.19 軽油 R2.1.29 H26.7
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

冬用タイヤの技術的分析・検討を行う勉強会
各団体ヒアリング結果

令和３年２月10日
第２回勉強会

1

ヒアリング事項

【車両関係】
　（対象団体）
　　日本自動車工業会（大型車メーカー４社、乗用車メーカー１社）
　　日本自動車車体工業会

　（ヒアリング事項）
　　・今般発生した立ち往生事案における車両の特徴
　　・立ち往生と車両の特徴との関係についての技術的な見解
　　・新技術（EVSC等）による性能差の有無
　　・冬用タイヤ性能等に関する知見、データ　　等

【タイヤ・チェーン関係】
　（対象団体）
　　日本自動車タイヤ協会
　　チェーンメーカー２社

　（ヒアリング事項）
　　・冬用タイヤの性能、評価方法／性能限界
　　・チェーンの性能、評価方法／性能限界　　等 2
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今般発生した立ち往生事案における車両の特徴について、日本自動車工業会各社及び
日本自動車車体工業会から情報収集・ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（車両関係①）

○今般発生した立ち往生事案における車両の特徴

① 立ち往生した大型車のほとんどは、冬用タイヤ装着、チェーン未装着。
② 立ち往生車両の多くは、後一軸駆動車のトラック又はトラクタ。
③ 年式の古い車両も多く、技術的な性能差がある可能性がある。
④ 立ち往生した乗用車は全て夏用タイヤ、後輪駆動車。

後一軸駆動車の立ち往生

後一軸車の例

後二軸車（後前軸駆動）の例
UDトラックス資料より関東地方整備局資料より

3

立ち往生と車両の特徴との関係についての技術的な見解について、日本自動車工業会
各社及び日本自動車車体工業会から情報収集・ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（車両関係②）

○立ち往生と車両の特徴との関係についての技術的な見解

① 後一軸駆動車は、二軸駆動車と比較して、軸当たりの駆動力負担が大きくスリップしや
すい。路面状況により駆動輪が持ち上がる可能性もある。

② 空荷状態等で駆動輪荷重が少ないほどスリップしやすい。

③ 車両総重量が大きい連結車は、非圧雪路（新雪）で影響を受けやすい。トレーラーのタ
イヤ付近の積雪により走行抵抗が大きくなる。

④ 気温の影響により積雪の水分の含有率が変化。水分が多いとトラクションが悪化。
⑤ 車両の雪上性能（主にサスペンション）評価は、駆動軸数に応じて10～15cm程度の凹
凸路や最大10%程度の勾配路で実施。

⑥ 車両の雪上性能はスタッドレスタイヤが前提。オールシーズンタイヤや夏用タイヤは取
り扱わない。

トレーラーのタイヤ付近の積雪による走行抵抗（イメージ）
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新技術（EVSC等）による性能差の有無について、日本自動車工業会各社及び日本自動
車車体工業会から情報収集・ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（車両関係③）

○新技術（EVSC等）による性能差の有無

① EVSC（車両安定性制御装置）の有無は、走行安定性に影響。ホイールベースが短くパ
ワーの大きい車両ほど効果大。トラクタのEVSCは比較的効果が大きい。

② EVSCは連結状態でも機能するが、性能はトレーラー側のABSの有無に依存。トレー
ラーのABS普及率は欧州では８割以上だが日本は４割程度。

③ EVSC搭載車は一般的にトラクションコントロール機能を有している。これにより、発進
性能や登坂性能が向上。ただし、タイヤと路面状況によっては前進不可。

④ オプションのデフロック機能も有効。また、近年、窪みからの脱出機能を搭載している
AT車両もあり。

⑤ 大型車では牽引フックの位置が分かりにくいため周知している。
⑥ 乗用車では、電動車は比較的トルク制御がしやすい。悪路走行モード搭載車もあり。

EVSC（車両安定性制御装置） トラクションコントロール 日野自動車HPより

5

冬用タイヤ性能等に関する知見、データ等について、日本自動車工業会各社及び日本
自動車車体工業会から情報収集・ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（車両関係④）

○冬用タイヤ性能等に関する知見、データ等

① オールシーズンタイヤは一般的なトラックを中心に人気があるが、スタッドレスタイヤの
ような雪上の性能は望めない。

② 大型車のスタッドレスタイヤでは雪上加速性能のデータあり。（４割程度向上）
③ 大型車のチェーンでは制動距離のデータあり。（３割程度短縮）

④ チェーンを付けるには車両を動かす必要があるため、大型車では立ち往生してから
チェーンを装着することが困難。

⑤ チェーン携行の義務化も有効ではないか。
⑥ ただし、バンパー下縁が埋まるような積雪状態では走行困難。

金属チェーンの装着（イメージ） 中部地方整備局HPより
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冬用タイヤの性能、評価方法及び性能限界等について、日本自動車タイヤ協会から情
報収集・ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（タイヤ・チェーン関係①）

○冬用タイヤの性能、評価方法／性能限界

① 乗用車用タイヤでは、冬用タイヤは夏用タイヤに比べて雪上・氷上制動性能が約1.6倍
とのデータあり。

② 大型車用タイヤでは、冬用タイヤはオールシーズンタイヤに比べて雪上での加速性能
が約1.4倍とのデータあり。

③ UNR117において、スノーフレークマークが表示できるシビアスノータイヤ※の定義として
雪上のグリップ指数が夏用標準タイヤの1.25倍以上との要件あり。

④ 試験路面は圧雪路と規定されている。

⑤ 性能限界（過信対策）については、具体的な路面状況を示してはいないが、一般的に、
新雪路面でバンパーに接触するほどの積雪量であれば走行は困難。

⑥ オールシーズンタイヤは、ちらつく程度の降雪で路面と一部接触可能な状況を想定。一
定量以上の積雪状態では走行不可。

乗用車用タイヤ制動性能 大型車用タイヤ加速性能
日本自動車タイヤ協会

資料より

※スタッドレスタイヤの多くは、UNR117のシビアスノータイヤに適合し、スノー
フレークマークが表示。オールシーズンタイヤの多くはこれに適合しない。

7

チェーンの性能、評価方法及び性能限界等について、各チェーンメーカーから情報収集・
ヒアリングを実施。

ヒアリング結果（タイヤ・チェーン関係②）

○チェーンの性能、評価方法／性能限界

① 大型車は金属チェーンがほとんど。金属チェーンには統一的な性能要件がない（JIS規
格はあるが性能要件無し）が、各社で独自に試験を実施。

② 非金属チェーンは業界団体（JASAA）が性能評価を行っている。12%勾配の圧雪路及
び8%勾配の氷板路で登坂・発進試験を行う。

③ 性能限界については具体的に示していないが、走行可能な積雪量であれば相当厳しい
路面でもスタックしない。

④ チェーンのサイズや装着方法が不適切な場合、タイヤとの間で滑りが生じ効果が得ら
れない。

⑤ 金属チェーンが半分摩耗したら交換するよう推奨している。

⑥ 北海道ではオートチェーンが普及。高価だが装着の手間が省ける。ただし、発進時には
機能しない。

オートチェーン大型車用金属チェーン 滝川自工資料より中部地方整備局HPより

8



道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。

積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤを装着するととも
に、チェーンの携行・早めの装着を心掛けてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

資料６



冬用タイヤの選び方

冬用タイヤの使用限度

残り溝深さが「プラットホーム」に達している
状態。冬用タイヤとして使用できません。

プラットホーム

オールシーズンタイヤは、ちらつく程度の降雪で路面と一部
接触可能な積雪状況を想定したタイヤです。

路面を覆うほどの過酷な積雪路・凍結路においては、スタッ
ドレス表記(国内表記)又はスノーフレークマーク(国際表記)
が表示されている冬用タイヤを全車輪に装着してください。

溝深さが50%以上残っていることを「プラットホーム」で
確認しましょう。（一部海外メーカー品は除く）

スタッドレス表記の例 スノーフレークマーク
タイヤの側面に表示
されています。



チェーンの効果

チェーンの携行・装着

チェーンを駆動輪に装着すると、冬用タイヤより積雪・凍結
路での発進・登坂性能が向上します。

チェーンのサイズや締め方が不適切な場合、タイヤとの間で
滑りが生じ効果が得られません。

大雪警報が発表されるなど相当量の積雪が見込まれる場合等
にはチェーンを携行してください。

降雪時には、立ち往生する前に早めのチェーン装着を心掛け
ましょう。立ち往生した後の装着は極めて困難です。

大型車用金属チェーン

性能限界

冬用タイヤ及びチェーンのいずれも性能限界があり、万能で
はありません。例えば、車両のバンパーに接触するような新
雪の深い積雪路では走行困難です。

運行前に道路・気象情報を確認し、運行の可否や経路を検討
してください。



立ち往生が発生しやすい車両

二軸駆動車に比べて駆動軸が
空転しやすい。

トレーラー付近の積雪により
走行抵抗が増大。

駆動軸に十分な荷重がかから
ず、発進性能が低下。

トラクションコントロール※

等の機能が搭載されていない。

空

「自動車を安全に使うためには」→

自動車を安全に使うための注意点を発信
しています。

以下の特徴を持つ車両は、積雪路等において特に立ち往生が
発生しやすい傾向にあるので注意が必要です。

←駆動軸

後前一軸駆動車

後一軸駆動車

←駆動軸 ←駆動軸

←駆動軸

※発進時等に駆動輪の回転を制御し空転を低減する装置



 

 

 

 
 

令和３年２月 19 日 
自 動 車 局 
審査・リコール課 

     

『雪道での立ち往生に注意！』（パンフレット）の作成について 
 

―大型車の冬用タイヤとチェーンの注意事項に関するパンフレットを作成しました― 
 

 

〇パンフレットに記載している注意事項の例 

 路面を覆うほどの過酷な積雪路・凍結路においては、スタッ

ドレス表記(国内表記)又はスノーフレークマーク(国際表記)

が表示されている冬用タイヤを全車輪に装着してください。 

 降雪時には、立ち往生する前に早めのチェーン装着を心掛

けましょう。立ち往生した後の装着は極めて困難です。 

 冬用タイヤ及びチェーンのいずれも性能限界があり、万能で

はありません。運行前に道路・気象情報を確認し、運行の可

否や経路を検討してください。 

 

〇添付資料 

・別紙１：「雪道での立ち往生に注意！-大型車の冬用タイヤとチェーンについて-」 

(パンフレット) 

・別紙２：勉強会構成団体 

 
 

・昨年末以降の大雪により、関越道、北陸道等において多くの大型車両が立ち往

生したことで、深刻な交通渋滞や通行止めが発生しました。 

 

・このような事案を受け、国土交通省では、本年１月に自動車関係団体、国交省及

び警察庁から構成される勉強会を設置し、立ち往生の原因や防止策について技

術的に分析・検討を進めてきました。 

 

・今般、勉強会で得られた知見を基に、大型車を使用する事業者及びユーザーを

対象に、冬用タイヤ及びチェーンの注意事項をまとめたパンフレットを作成しまし

たので、お知らせします。 

【お問い合わせ先】  

審査・リコール課 笠井、高橋 

代表：03-5253-8111 （内線：42352、42363） 

直通：03-5253-8596、FAX：03-5253-1640 

資料７





  
 

 
令 和 ３ 年 １ 月 1 1 日 

水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 防 災 課 

大臣官房参事官(運輸安全防災) 

道 路 局 環 境 安 全 ・ 防 災 課 

自 動 車 局 安 全 政 策 課 

気 象 庁 

大雪に対する国土交通省緊急発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 （全般） 

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課災害対策室 企画専門官 森田 耕司 

TEL（直通）：03-5253-8461（内線 35762） FAX：03-5253-1608 

（公共交通機関に関すること） 

大臣官房参事官（運輸安全防災）付 課長補佐 中川 将志 

TEL（直通）：03-5253-8309（内線 25623） FAX：03-5253-1531 

（道路に関すること） 

道路局 環境安全・防災課道路防災対策室 企画専門官 藤井 和久 

TEL（直通）：03-5253-8489（内線 38252） FAX：03-5253-1622 

（自動車運送事業に関すること） 

自動車局 安全政策課 課長補佐（総括） 田村 圭 

TEL（直通）：03-5253-8566（内線 41602） FAX：03-5253-1638 

（気象の見通しに関すること） 

気象庁 大気海洋部 業務課 気象情報企画官 竹田 康生 

TEL（直通）：03-3434-9055（内線 4107） FAX：03-3434-9047 

○ 日本の南を低気圧が通過する影響で、西日本と東日本では 11 日夜から 12 日夕方にか

けて雪や雨が降り、太平洋側の山地を中心に大雪となり、平地でも積雪となるおそれ

があります。予想より降水量が多くなったり、気温が低くなったりした場合は、平地

でも大雪となるおそれがあります。 

○ 今回は、これまで積雪のなかった太平洋側の平地で大雪となるおそれがあり、東京２

３区でも積雪となる所がある見込みです。過去にも大雪による車両の立ち往生が発生

していることから、十分に警戒してください。 

大雪が予想される地域では、不要不急の外出は控えて下さい。 

○ 一般のドライバーの皆様には、冬タイヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着の徹

底をお願いします。また、降雪状況により、集中除雪による通行止めやチェーン規制

を実施する場合があります。広域迂回の実施や、通行ルートの見直しなどのご協力を

お願いします。 

○ 昨年 12 月や 1 月 7 日からの大雪の際には、大型車の立ち往生が主な原因となり、甚

大な影響が生じています。国土交通省では、冬タイヤの未装着等により立ち往生した

事業用自動車に対し、悪質な事例については、監査をしたうえで、安全管理義務違反

として、当該事業者の行政処分を行うこととしています。運送事業者の皆様も、冬タ

イヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着を徹底するとともに、タイヤの摩耗劣化

にも十分に注意して下さい。 

○ 大雪が予想される地域では、公共交通機関においても、大規模かつ長時間にわたる遅

延や運休が発生するおそれがあります。 

○ 最新の気象情報や交通情報等に留意し、外出が必要な場合には、十分な時間的余裕を

持って行動いただくようお願いします。 

参考１



大雪に対する国土交通省緊急発表 令和３年１月１１日

○ 日本の南を低気圧が通過する影響で、西日本と東日本では11日夜から12日夕方にかけて雪や雨が降り、太平洋側の山地を中心に大雪となり、
平地でも積雪となるおそれがあります。予想より降水量が多くなったり、気温が低くなったりした場合は、平地でも大雪となるおそれがあります。

○ 今回は、これまで積雪のなかった太平洋側の平地で大雪となるおそれがあり、東京２３区でも積雪となる所がある見込みです。過去にも大雪によ
る車両の立ち往生が発生していることから、十分に警戒してください。
大雪が予想される地域では、不要不急の外出は控えて下さい。

○ 一般のドライバーの皆様には、冬タイヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着の徹底をお願いします。また、降雪状況により、集中除雪による
通行止めやチェーン規制を実施する場合があります。広域迂回の実施や、通行ルートの見直しなどのご協力をお願いします。

○ 昨年12月や1月7日からの大雪の際には、大型車の立ち往生が主な原因となり、甚大な影響が生じています。国土交通省では、冬タイヤの未装
着等により立ち往生した事業用自動車に対し、悪質な事例については、監査をしたうえで、安全管理義務違反として、当該事業者の行政処分を
行うこととしています。運送事業者の皆様も、冬タイヤの装着、チェーンの携行及び早めの装着を徹底するとともに、タイヤの摩耗劣化にも十分に
注意して下さい。

○ 大雪が予想される地域では、公共交通機関においても、大規模かつ長時間にわたる遅延や運休が発生するおそれがあります。
○ 最新の気象情報や交通情報等に留意し、外出が必要な場合には、十分な時間的余裕を持って行動いただくようお願いします。

【１．今後の気象の見通し】 １１日１１時時点

○「大型車等の立ち往生が発生」または「大規模な立ち往生の発生のおそれがある

場合」には、予防的な通行止めを行い、集中的な除雪作業を実施します。

【３．整備局など現場の対応状況】

【２．過去の大雪における立ち往生事例】
平成３０年１月２２日から２３日にかけての首都圏での大雪

○平成３０年１月２２日（月）から２３日（火）にか
けて、低気圧が本州の南海上を急速に発達
しながら東北東に進んだため、首都圏を中心
に広い範囲で大雪となり、東京都心の積雪
量は最大で２３ｃｍを観測しました。

○首都高速道路では、１月２２日（月）１４時よ
り通行止めを開始し、総延長３２０ｋｍのうち
約７割が通行止めとなり、全面通行再開まで
に４日間を要しました。また中央環状線では
３箇所で１０時間を超える大規模な車両滞留
が発生しました。

＜大雪のため、首都高速道路の約７割が通行止め＞

首都高３号渋谷線の状況
＜平成３０年１月２２日 ２０時頃＞

東京都千代田区の降雪量の推移
＜平成３０年１月２２日から２３日＞

11日 12日
朝 昼 夜 朝 昼 夜

関東地方
東海地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州北部地方
九州南部地方

＜注意が必要な時間帯＞

※各地の気象台が発表する気象情報等に留意ください。
最新の気象情報については、気象庁HPをご覧ください。
（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）

降雪のおそれ

大雪の見通し（単位センチ）

地域 12日12時までの
24時間降雪量

13日12時までの
24時間降雪量

関東地方 10 5～10
東海地方 10 10～20
近畿地方 20 -
中国地方 15 -
四国地方 20 -

九州北部地方 5 -
九州南部 10 -
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大雪時の道路交通の確保に向けた取り組み（チェーン規制について）

緩やかな上り坂

○昨冬の大雪も踏まえ、大雪時の道路交通確保に向けた取り組みの中で、道路法及び道路交通法に基づくチェーン規制

を実施。（標識令（省令）改正・H30.12.14公布・施行）
※チェーンを装着しない車への罰則の規定あり

○下記の考え方により平成30年度は１３区間を対象に実施

[時期] ・大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるような異例の降雪時を対象

[場所] ・急勾配の峠部などで過去に立ち往生や雪による通行止めが発生している区間

・規制区間の前後にチェーン脱着場や待機場所が確保され、関係者協議が整っている区間

○これにより、従来であれば通行止めとなる場合に、タイヤチェーン装着車のみ通行が可能となる

標識令
H30.12.14改正

■チェーン規制調整箇所■チェーン規制イメージ

参考４
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C3N-SRTT19.5（245/70R19.5 136/134M: 左側）
C3W-SRTT22.5（315/70R22.5 154/150L: 右側）

 夏用タイヤ

（写真）

SGI（スノーグリップインデックス） 1.25

備考 C3N、C3WのどちらのSRTTも、パターンカテゴリーの中でリブパターン（汎用性のあ
る夏用タイヤのパターン）が選定されている

SRTT
(基準タイヤ）

【コメント】
UN　R117で、C3はSRTT（夏用タイヤ）対比でのSGI閾値が設定されている事から、参考として、“最低レベルで
125%（市場に出回っている最低値であり、実際はそのレベル以上が出回っている）"が夏用タイヤ比でスタッドレスタイヤ
のレベルと考えられるます。

UN R117-02規定　SGI閾値（SRTT基準タイヤとの比較におけるSGIスノーグリップインデックスの最小値）





 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

令和３年１月２１日 

東日本高速道路株式会社 

関東支社 

 

 

関東地域の高速道路における冬用タイヤ装着状況調査結果について（最終報） 

～まだ小型車の約３割は冬用タイヤ未装着！～ 
 

 

ＮＥＸＣＯ東日本関東支社（埼玉県さいたま市）では、雪道での安全運転を心掛けていただくため、１

月中旬に管内の休憩施設において、今年度２回目の冬用タイヤの装着状況調査を実施いたしました。 

冬用タイヤの装着率は小型車平均は７０．５％、大型車平均は９７．６％、全車種平均で７９．６％と

なりました。前回調査（令和２年１２月９日、１３日実施）と比較すると、装着率は大きく上昇したものの、

小型車は約３割のお客さまが未装着でした。（調査詳細は【別紙１】参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＮＥＸＣＯ東日本関東支社調べ） 

 

積雪・凍結路面において、冬用タイヤに比べて夏用タイヤでの走行は事故が増えます。 

普段雪が降らない首都圏地域であっても、路面凍結や降雪に見舞われることがあります。 

積雪・凍結路面において夏用タイヤでの走行は大変危険ですので、冬用タイヤの装着及びタイヤチ

ェーンを携行し、安全なドライブをお願いします。（【別紙２】参照） 

 

  

参考６



 

 

１．冬用タイヤ装着状況調査（第２回）の概要 
 

■調査期間 ： 令和３年１月１３日（水）と１月１７日（日）  

※第１回（前回）は令和２年１２月９日（水）と１２月１３日（日）実施 

            

■調査箇所 

 
２．冬用タイヤ装着状況調査（第２回）の結果（調査台数：全２，８２４台） 

■冬タイヤ装着率状況（首都圏・降雪地域別） 

※首都圏地域では、 

小型車４７．８％・大型

車９６．２％の装着率。

小型車の約半数が未

装着。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※降雪地域では、 

小型車９５．２％・大型

車１００．０％の装着

率。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

首都圏地域の代表的な休憩施設 降雪地域の代表的な休憩施設

東北自動車道　蓮田ＳＡ（埼玉県蓮田市） 東北自動車道　那須高原ＳＡ（栃木県那須郡那須町）

関越自動車道　三芳ＰＡ（埼玉県入間郡三芳町） 関越自動車道　赤城高原ＳＡ（群馬県利根郡昭和村）

常磐自動車道　守谷ＳＡ（茨城県守谷市） 上信越自動車道　横川ＳＡ（群馬県安中市）

長野自動車道　姨捨ＳＡ（長野県千曲市）
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E17

E6

E4

E17

E18

E19

別紙１ 



■各休憩施設における調査結果（装着率・調査台数） 

 

  

夏用タイヤ 冬用タイヤ 計

小型 46% 122 106 228

大型 100% 0 166 166

計 69% 122 272 394

小型 38% 118 73 191

大型 100% 0 80 80

計 56% 118 153 271

小型 46% 104 90 194

大型 90% 10 94 104

計 62% 114 184 298

小型 57% 55 74 129

大型 93% 7 92 99

計 73% 62 166 228

小型 51% 44 45 89

大型 96% 3 64 67

計 70% 47 109 156

小型 54% 66 78 144

大型 97% 3 83 86

計 70% 69 161 230

小型 47.8% 509 466 975

大型 96.2% 23 579 602

合計 66.3% 532 1,045 1,577

小型 97% 3 109 112

大型 100% 0 79 79

計 98% 3 188 191

小型 98% 3 129 132

大型 100% 0 55 55

計 98% 3 184 187

小型 95% 9 170 179

大型 100% 0 55 55

計 96% 9 225 234

小型 90% 10 91 101

大型 100% 0 42 42

計 93% 10 133 143

小型 94% 7 118 125

大型 100% 0 45 45

計 96% 7 163 170

小型 92% 9 101 110

大型 100% 0 41 41

計 94% 9 142 151

小型 97% 2 76 78

大型 100% 0 14 14

計 98% 2 90 92

小型 100% 0 60 60

大型 100% 0 19 19

計 100% 0 79 79

小型 95.2% 43 854 897

大型 100.0% 0 350 350

合計 96.6% 43 1,204 1,247

区分
冬用タイヤ

装着率

調査台数
調査箇所

　東北自動車道　蓮田ＳＡ(上）
（埼玉県蓮田市）

長野自動車道　姨捨ＳＡ（上）
（長野県千曲市）

長野自動車道　姨捨ＳＡ（下）
（長野県千曲市）

降雪地域

　常磐自動車道　守谷ＳＡ（上）
（茨城県守谷市）

　常磐自動車道　守谷ＳＡ（下）
（茨城県守谷市）

　　　東北自動車道　那須高原ＳＡ（上）
（栃木県那須郡那須町）

首都圏地域

　　　東北自動車道　那須高原ＳＡ（下）
（栃木県那須郡那須町）

　　　関越自動車道　赤城高原ＳＡ（上）
（群馬県利根郡昭和村）

　　　関越自動車道　赤城高原ＳＡ（下）
（群馬県利根郡昭和村）

　上信越自動車道　横川ＳＡ（上）
（群馬県安中市）

　上信越自動車道　横川ＳＡ（下）
（群馬県安中市）

　東北自動車道　蓮田ＳＡ(下）
（埼玉県蓮田市）

　関越自動車道　三芳ＰＡ（上）
（埼玉県入間郡三芳町）

　関越自動車道　三芳ＰＡ（下）
（埼玉県入間郡三芳町）
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ＮＥＸＣＯ東日本からのお願い 

 

・『降雪前に早めの冬用タイヤ装着・タイヤチェーン携行』をお願いします。 

夏用タイヤは積雪路面でスリップを起こしやすく、冬道でのスリップ事故は重大な事故につながる可

能性がありますので、早めの冬用タイヤの装着・タイヤチェーン携行をお願いします。 

また、大雪特別警報や大雪に関する緊急発表が行われるような異例の大雪時には、冬用タイヤで

もチェーンを装着しないと走行できない「チェーン規制」を行うこともあります。このような大雪があら

かじめ予想されるときは、不要不急のお出かけを控えていただくようお願いします。 

 

・『雪道での運転はゆっくりと安全な運転』をお願いします。 

冬用タイヤを装着していても、車間距離を十分に取ってスピードを控えめにし、急ハンドル・急ブレー

キなどの「急」の付く操作は行わず、ゆっくりと安全な運転をお願いします。 

 

・『お出かけ前もお出かけ中もこまめに情報収集』をお願いします。 

冬の高速道路は天候が急変します。出発地は晴れていても目的地や通過点で雪が降っていること

もありますので、お出かけ前もお出かけ中も、道路情報や気象情報などの情報をこまめに確認してく

ださい。 

 

 

冬の高速道路の「マンがいちモシかして・・」に備えて、安全走行のノウハウを、弊社ＨＰ「ドラぷら」で

マンモシ博士が動画で紹介しています。 

また、気象情報（予報及び実況）、雪道情報をリアルタイムで弊社ＨＰ「どらト

ラ」等により提供するともに、公式Ｔｗｉｔｔｅｒにてエリアごとに高速道路の通行止

めやイベント情報をお伝えしていますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

【ドラぷら】 
「冬の高速道路 そのとき、どうする！？」 

https://www.driveplaza.com/special/manmoshi/dousuru/ 

 

 

【ドラとら】 
気象情報（予報及び実況）、雪道情報（ライブカメラなど） 

https://www.drivetraffic.jp/ 

 

 

【Ｔｗｉｔｔｅｒ】（関東） 
高速道路の通行止めやイベント情報など 

https://twitter.com/e_nexco_kanto 
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■【ドラぷら】 

「冬の高速道路 そのとき、どうする！？」 

 

 

 

 

 

■「雪の高速道路影響予測」 

「大雪特別警報」や「大雪に対する国土交通省緊急発表」が行われるような大雪が予想さ

れるときは、概ね３日前から大雪による高速道路の通行止め予測情報などを提供します。 

■【ドラとら】 

気象予測・路面状況等 

■【Twitter】（関東）  

高速道路の通行止めやイベント情報など 
 



このような情報をより多くのお客さまにお届けできるよう、昨年から気象情報会社の株式会

社ウェザーニューズと連携し、他の高速道路会社と共同で新たな情報提供サイト「雪の高速

道路影響予測」を設けています。大雪の際には情報提供サイトをご確認いただき、大雪地域

へのご旅行等の見合わせや広域の迂回など、ご協力をお願いします。 

 

 
サイトへのアクセスは QR コードをダウンロード、

又は URL をご利用下さい。 

※大雪事例時のみサイトは OPEN 

 

https://weathernews.jp/v/road-snow/ 

 

https://weathernews.jp/v/road-snow/


　 補助対象装置 補助対象車種 補助率 補助上限額

① 衝突被害軽減ブレーキ
・3.5トン超20トン以下のトラック
・12トン以下のバス

１／２

ﾄﾗｯｸ　100,000円
バス   150,000円

②
・ふらつき注意喚起装置

・3.5トン超22トン以下のトラック
　（13ｔ超トラクタ含む）

　 　　　50,000円
・車線逸脱警報装置 ・12トン以下のバス
・車線維持支援制御装置 ・タクシー

③ 車両安定性制御装置
・3.5トン超20トン以下のトラック
・5トン超12トン以下のバス 　　　　100,000円

④ ドライバー異常時対応システム ・バス  　 　　100,000円

⑤ 先進ライト
・3.5トン超のトラック
　（13ｔ超トラクタ含む）

 　　　 100,000円

⑥ 側方衝突警報装置
・3.5トン超のトラック
・バス

　　　　 50,000円

⑦ 統合制御型可変式速度超過抑制装置 ・バス
 　　　
        100,000円

※補助対象車種のトン数表記は、車両総重量を示す。
※１車両あたり複数の装置を装着する場合にあっては、１車両当たり上限150,000円(バスは300,000円)
※中小企業者に限る.　但し、貸切りﾊﾞｽ事業者に限り大企業も対象　その場合の補助率、補助上限額は次の通り
　　　補助率：１／３　補助上限額：①100,000円②33,000円③67,000円④67,000円⑥33,000円⑦67,000円

大型車は事故発生時の被害が大きくなる可能性が高いため、トラック・バスに対して、平成26年11月より順次衝突被害軽減ブレーキ（AEBS）及び車
両安定性制御装置（EVSC）を、平成29年11月より順次車線逸脱警報装置（LDWS）を装備義務付け。
これらのASV装置を搭載した車両に対し、平成19年度より事業用自動車の購入補助を、平成24年度より税制特例措置を実施。

○補助制度

○税制特例

○基準策定

対象
衝突被害軽減ブレーキ

・車両安定性制御装置 車線逸脱警報装置

車両総重量
22ｔ超のトラック

（新型）平成26年11月～
（継続）平成29年９月～

（新型）平成29年11月～
（継続）令和元年11月～

車両総重量
20ｔ超22ｔ以下のトラック

（新型）平成28年11月～
（継続）平成30年11月～

（新型）平成30年11月～
（継続）令和２年11月～

車両総重量
8ｔ超20ｔ以下のトラック

（新型）平成30年11月～
（継続）令和３年11月～

（新型）平成30年11月～
（継続）令和３年11月～

車両総重量
3.5ｔ超8ｔ以下のトラック

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

車両総重量
13ｔ超のトラクタ

（新型）平成26年11月～
（継続）平成30年９月～

（新型）平成30年11月～
（継続）令和２年11月～

車両総重量
12ｔ超のバス

（新型）平成26年11月～
（継続）平成29年９月～

（新型）平成29年11月～
（継続）令和元年11月～

車両総重量
5ｔ超12ｔ以下のバス

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

車両総重量
5ｔ以下のバス ※

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

（新型）令和元年11月～
（継続）令和３年11月～

※令和２年度

衝突被害軽減ブレーキ 車両安定性制御装置 車線逸脱警報装置

※車両総重量5トン以下のバスに係る車両安定性制御装置は、（新型）平成27年9月～、（継続）平成29年2月～

ＡＳＶ技術の普及促進策（基準策定、補助制度、税制特例）

（自動車事故対策費補助金８．７億円の内数）

対象自動車　　 対象期間　

車種 車両総重量 自動車重量税 自動車取得税・自動車税

　トラック 3.5トン超２２トン以下
平成30年5月1日～
令和3年4月30日

令和元年4月1日～
令和3年3月31日

　　バス １２トン以下

特例の内容 自動車重量税 自動車税

１装置装着 車線逸脱警報装置 25％軽減 取得価格から175万円控除

２装置装着
衝突被害軽減ブレーキ

50％軽減 取得価額から350万円控除車線逸脱警報装置

３装置装着（AEBS,EVSC,LDWS）

※各種重量区分毎に対象期間、税率等が異なる
※自動車取得税廃止後のR1.10以降は自動車税の環境性能割の特例として措置　　

※令和２年度

先進ライトドライバー異常時対応システム

検知範囲

警報範囲

側方衝突警報装置 統合制御型可変式
速度超過抑制装置

参考７



装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数 装着台数 総生産台数
1 高輝度前照灯 HID・LED 1,687,249 1,380,712 1,911,170 2,017,438 2,507,035 2,212,435 2,258,324 2,596,320 2,780,057 3,045,506 1
2 配光可変型前照灯 AFS 223,932 149,090 245,051 232,084 194,422 139,710 101,752 176,532 433,572 355,075 2
3 後退時後方視界情報提供装置 バックカメラ 514,291 457,993 707,813 878,848 1,532,990 1,511,369 1,675,256 1,992,846 2,410,560 2,622,915 3
4 車両周辺視界情報提供装置 サイドカメラ 122,156 80,909 142,240 161,539 311,427 364,986 437,093 615,684 973,841 1,253,195 4
5 車両周辺障害物注意喚起装置 周辺ソナー 186,141 107,878 165,331 192,838 285,354 393,142 496,332 960,748 2,159,263 2,298,472 5
6 交差点左右視界情報提供装置 フロントノーズカメラ 81,424 43,020 57,236 58,125 157,484 241,528 170,461 228,471 602,917 850,986 6
7 夜間前方視界情報提供装置 暗視カメラ 1,279 587 1,620 2,175 505 522 251 68 3 0 7
8 夜間前方歩行者注意喚起装置 夜間歩行者警報 1,279 459 1,476 2,115 505 522 251 68 18,154 89,506 8
9 カーブ進入速度注意喚起装置 カーブ警報 174,736 77,716 48,252 46,357 76,832 69,174 218,159 153,031 284,504 276,338 9

10 タイヤ空気圧注意喚起装置 タイヤ空気圧警報 83,881 82,181 75,914 71,858 93,411 92,800 91,918 77,981 83,565 92,312 10
11 ふらつき注意装置 ふらつき警報 174,736 82,114 149,739 152,851 232,537 278,177 615,074 972,843 1,456,713 1,697,190 11
12 車間距離警報装置 車間距離警報 30,706 47,410 111,633 175,599 406,426 858,437 1,988,530 2,853,542 3,419,451 3,981,634 12
13 車線逸脱警報装置 車線逸脱警報 13,025 27,436 73,008 134,698 375,128 802,894 1,730,662 2,629,565 3,319,057 3,928,959 13
14 被追突防止警報・ヘッドレスト制御装置 被追突警報付アクティブヘッドレスト 3,599 1,493 1,752 3,014 1,333 1,273 984 413 28 0 14
15 前方障害物衝突軽減制動制御装置 衝突被害軽減ブレーキ 37,025 46,627 100,290 197,419 520,530 705,449 1,832,277 2,671,767 3,413,936 4,009,670 15
16 定速走行・車間距離制御装置 高速ACC 27,822 43,995 94,589 180,996 224,778 345,187 521,510 1,060,099 1,197,829 1,702,751 16
17 低速度域車間距離制御装置 低速ACC 1,856 19,956 63,154 94,288 109,538 199,775 550,686 530,351 501,386 660,492 17
18 全車速域定速走行・車間距離制御装置 全車速ACC 6,644 24,843 68,639 98,061 122,750 222,726 586,543 606,850 771,752 981,054 18
19 車線維持支援制御装置 レーンキープアシスト 10,040 4,110 5,922 12,953 59,294 186,508 588,355 915,871 1,247,717 1,450,594 19
20 後退時駐車支援制御装置 パーキングアシスト 39,164 18,990 37,222 13,983 30,144 38,175 80,028 183,935 192,593 219,533 20
21 カーナビゲーション連動シフト制御装置 ナビ協調シフト 79,037 52,167 36,005 45,887 31,813 48,715 68,683 44,364 87,002 70,184 21
22 緊急制動時シートベルト巻き取り制御装置 急ブレーキ連動シートベルト 28,623 27,048 37,315 253,888 70,201 228,656 14,874 9,680 20,662 8,317 22
23 車両横滑り時制動力・駆動力制御装置 ESC 954,826 1,042,396 1,992,469 2,567,799 3,393,909 3,527,009 3,611,803 4,037,621 4,191,613 4,346,052 23
24 車輪スリップ時制動力・駆動力装置 トラクションコントロール付きABS 929,819 1,013,910 2,022,562 2,471,090 3,028,733 3,086,505 3,187,919 3,516,899 3,598,652 3,752,184 24

25 カーナビゲーション連携一時停止注意喚起・
ブレーキアシスト装置

ナビブレーキアシスト 119,844 70,446 37,112 104,227 64,056 108,478 29,722 24,791 0 149 25

26 後側方接近車両注意喚起装置 リアビークルモニタリングシステム 1,377 3,101 22,225 60,855 135,628 192,582 367,567 468,917 542,376 600,120 26
27 緊急制動表示装置 ESS 472,447 368,578 510,174 1,282,336 2,312,427 2,581,179 3,068,772 3,449,147 3,685,714 3,995,903 27
28 低速度域前方障害物衝突被害軽減制動制御装置 低速域衝突被害軽減ブレーキ － － 84,952 455,572 1,277,268 1,198,506 678,913 583,348 244,245 71,104 28
29 ペダル踏み間違い時加速抑制装置 － － － 85,073 528,812 1,411,279 1,393,792 1,781,310 2,680,974 3,227,208 3,520,689 29
30 自動切替型前照灯 ハイビームサポートシステム － － 45,748 33,806 96,458 284,001 782,045 1,351,894 2,192,536 2,979,916 30
31 自動防眩型前照灯 アダプティブハイビームシステム － － － － 18,890 46,637 96,161 185,424 250,169 478,586 31
32 後退時接近移動体注意喚起・警報装置 リアクロストラフィックアラート － － － － － 163,538 207,196 399,887 619,856 699,497 32
33 後退時接近移動体衝突被害軽減制動制御装置 リアクロストラフィックオートブレーキ － － － － － 10,414 23,093 29,357 82,788 187,533 33
34 低速度域車両周辺障害物衝突被害軽減制動制御装置 ブレーキ付周辺ソナー － － － － － 217,145 360,127 393,961 1,192,488 1,422,678 34
35 後方障害物衝突被害軽減制動制御装置 後退時衝突被害軽減ブレーキ － － － － － 113,478 382,313 500,871 1,621,685 2,010,660 35
36 路外逸脱抑制装置 路外逸脱抑制機能 － － － － － 202,649 586,213 1,016,878 1,341,573 1,741,549 36
37 ドライバー異常時対応システム EDSS － － － － － － － － 10,591 3,194 37
38 前方障害物被害軽減操舵制御装置 衝突被害軽減ステア － － － － － － － － 506,793 3,045 38
39 車線変更支援制御装置 レーンチェンジアシスト － － － － － － － － 10,591 4,332 39
40 信号情報活用運転支援機能装置 通信利用型運転支援システム V2X － － － － － － － － 171,347 179,620 40
41 先行車発進注意喚起装置 先行車発進お知らせ機能 － － － － － － － － 2,704,442 3,026,037 41
42 道路標識注意喚起装置 交通標識認識システム － － － － － － － － 1,115,982 1,431,877 42
43 前側方交差接近移動体注意喚起・警報装置 フロントクロストラフィックアラート － － － － － － － － 10,591 31,023 43
44 運転者監視システム － － － － － － － － － 8,407 47,978 44

1 高輝度前照灯 HID 35,520 37,446 46,262 47,744 58,866 67,303 98,910 87,659 115,152 123,125 1
2 後方視界情報提供装置 バックカメラ 8,166 6,052 7,882 4,822 6,496 13,218 17,289 15,160 23,685 51,539 2
3 車両周辺障害物情報提供装置 周辺ソナー 139 29 47 50 798 21 311 46 7,279 249 3
4 後側方視界情報提供装置 後側方カメラ 110 323 317 855 978 1,500 3,516 3,758 9,466 11,038 4
5 タイヤ空気圧注意喚起装置 タイヤ空気圧警報 3 0 13 0 0 12 10 71 1,556 1,512 5
6 ふらつき注意喚起装置 ふらつき警報 9,855 16,619 21,212 20,470 24,344 32,172 28,510 33,891 55,106 60,077 6
7 車間距離警報装置 車間距離警報 9,343 18,501 21,886 20,724 25,247 35,731 44,760 44,787 65,183 115,313 7
8 車線逸脱警報装置 車線逸脱警報 3,326 4,142 4,798 4,730 13,294 25,400 38,079 57,901 107,922 135,575 8
9 前方障害物衝突軽減制動制御装置 衝突被害軽減ブレーキ 4,201 12,525 19,902 20,267 26,368 34,666 42,844 59,153 94,485 143,401 9

10 定速走行・車間距離制御装置 高速ACC 10,474 16,413 20,270 20,922 26,271 41,341 39,532 47,175 56,718 52,167 10
11 車両横滑り時制動力・駆動力制御装置 ESC 3,000 9,796 11,991 12,647 17,118 54,344 56,589 71,570 106,104 148,850 11
12 車輪スリップ時制動力・駆動力制御装置 トラクションコントロール付きABS 43,879 50,663 76,031 79,919 94,818 132,083 128,579 152,383 163,125 172,299 12
13 緊急制動表示装置 ESS － － － － － 26,573 28,177 27,896 28,955 30,048 13
14 ドライバー異常時対応システム EDSS － － － － － － － － 525 2,886 14
15 側方衝突警報装置 巻き込み警報 － － － － － － － － 6,699 8,237 15
16 ペダル踏み間違い時加速抑制装置 － － － － － － － － － － 4,391 16
17 先行車発進注意喚起装置 先行車発進お知らせ機能 － － － － － － － － － 10,259 17
18 統合制御型可変式速度超過抑制装置 総合型速度抑制装置 － － － － － － － － － 1,908 18
19 車線維持支援制御装置 レーンキープアシスト － － － － － － － － － 5 19

1 高輝度前照灯 HID 76 240 593 877 7,473 17,574 16,542 142 108,322 154,380 1
2 車輪ロック防止制動制御装置 ABS 2,957 2,070 7,513 11,908 19,224 25,869 33,955 43,596 64,653 73,230 2
3 前後輪連動制動制御装置 コンビブレーキ 3,993 3,268 2,511 2,822 14,101 3,978 86,917 89,308 83,043 81,626 3
4 車輪ロック防止・前後輪連動制動制御装置 ABS付コンビブレーキ 6,049 6,694 5,183 5,119 5,828 109,598 3,878 2,897 3,768 2,955 4
5 二輪車用エアバッグ エアバッグ 76 156 209 125 272 135 1,520 0 580 227 5
6 高輝度霧灯 LEDフォグランプ － － － － 417 613 2,075 412 1,085 18,615 6
7 配光可変型前照灯 AFS － － － － － － － － 975 1,878 7
8 緊急制動表示装置 ESS － － － － － － － － － 5,840 8

（注） 1．単位は「台」とし、日本国内向け生産台数の数で計上。
2．平成27年調査において乗用、大型、二輪の区分を変更しているため、平成26年以前の集計と相違がある。
3．台数欄の「－」については、調査を実施していない。 （令和2年12月11日現在）

ＡＳＶ技術普及状況調査
区分 項　　　　　　　　目 通称名

乗用

平成22年 平成23年

3,939,768 3,304,309

二輪 44,483

平成29年

4,624,760

平成30年

4,634,449

平成25年 平成28年

4,285,3694,377,953 4,405,737

平成27年平成26年 令和元年

4,610,767

大型 81,805 83,194 106,489 113,953 135,985 188,238 202,617 201,902 195,983 202,524

平成24年

4,265,993 4,234,874

245,129136,537117,72950,988 294,707303,978347,368324,809414,807



北陸地方の豪雪（R3.1.7～）による立ち往生の状況（管内トラック協会調べ） 【取扱注意】
北陸信越運輸局

回答台数 n＝579

北陸道 219

東海北陸道 39

その他 317

無回答 4

合計 579

単車 447

連結 54

無回答 78

合計 579

①新品 190

➁良好 55

③摩耗 0

④未交換（夏タイヤ） 0

無回答 78

合計 323

①装着 97

②携行 138

③不備 9

無回答 79

合計 323

①他車スタック 157

②自車スタック 6

③事故（他車） 1

④不明（情報なし） 56

無回答 103

合計 323

①自力退出 183

②牽引して脱出 25

無回答 115

合計 323

～６時間 39

～１２時間 43

～２４時間 55

～３６時間 35

～４８時間 44

～７２時間 20

７２時間以上 2

未記載 85

合計 323

車種 総重量 軸数と駆動方式 　軸○　　駆動輪● タイヤの状況 チェーンの状況

単車 ４ｔ 前１軸、後１軸駆動 〇　● 新品 装着

単車 １１ｔ 前１軸、後１軸駆動 〇　● 新品 装着

単車 ２５ｔ 前２軸、後２軸駆動 〇〇　●● 新品 携行

単車 ２５ｔ 前２軸、後２軸駆動 〇〇　●● 新品 携行

単車 ８ｔ 前１軸、後１軸駆動 〇　● 新品 携行

単車 ２０ｔ 前２軸、後軸駆動 〇〇　● 新品 携行

単車 ２５ｔ 前１軸、後２軸駆動不明 〇　●● or ○　●○ 新品 携行

コメント

立ち往生の時間 長野

立ち往生時間は、平均して２６時間（１日以上）であった。

スタッドレスタイヤの状況

摩耗した冬タイヤ及び未交換（夏タイヤ）の回答は無かった。
回答のあったもの（245台）のうち、約８割（190台）のトラック新品の冬用タ
イヤを装着していた。

チェーンの状況

回答のあったもの（244台）のうち、立ち往生に巻き込まれたトラックの４割
（97台）がチェーンを装着していた。
ごく僅かであるが、チェーンを携行していないトラック（9台）があった。

立ち往生の場所

高速道路における立ち往生後に牽引して退出した自動車の概要

立ち往生は、北陸自動車道、東海北陸自動車道のほか、北陸地区一帯
の国道等でも多数発生した。
なお、回答のあったもの（575台）のうち、約4割（219台）が北陸自動車道
であった。

自動車の種類

回答のあったもの（501台）のうち、ほとんどは単車であり、連結車両は約
1割（54台）であった。

※
立ち往生の解消後、牽引して退出したトラック等２５台のタイヤは「新品」又は「良好」であった。

そのうち、高速道路における立ち往生解消後に牽引して退出した自動車７台のタイヤは、全て「新品」であると
ともに、２台はタイヤチェーンを装着、５台はチェーンを携行しているものであった。

立ち往生の原因

回答のあったもの（164台）のうち、立ち往生の原因については、ほとんど
（157台）が他の自動車のスタックと認識している。
僅か（6台）であるが、自社のトラックがスタックしたと回答。

退出方法

回答のあったもの（208台）のうち、約９割（183台）が自力で退出してい
る。
牽引して退出したトラック等は、１割余り(25台)であった。（高速道・一般道
等含む）

参考８



Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

問１．大型車のタイヤでM＋S（又はSNOW）の表記があるもののうちスタッドレス
表記やスノーフレークマークのないものについて、一般的にオールシーズンタイヤ
と呼ばれることが多いと承知していますが、貴社及びその販売店においてはどの
ような呼称を用いているかご教示ください。
商品や地域、場面等によって異なる場合は、その旨が分かるように記載してください。

答１．いわゆる、オールシーズンタイヤの当会正会員各社における呼称は、下記の通り。
なお、各社共に、商品や地域、場面等によって呼称が異なることはない。

呼称 備考

A社 ミックスタイヤ(オールシーズン)
カタログにある通りスタッドレスタイヤ
とは別カテゴリーとして呼称。

B社 オールシーズンタイヤ

C社 オールシーズンタイヤ

D社 オールウェザータイヤ
顧客(エンドユーザー、販売店)では
ミックスと呼ぶところが多いようだが、
同義ととらえている。

1/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

問２．大型車のスタッドレスタイヤやスノーフレークマークの付いたタイヤと問１．のタイヤ
とでは雪上性能に差があると考えられますが、この性能差について、貴社及びその
販売店においては事業者やユーザーに対しどのような説明を行っているかご教示
ください。
商品や地域、場面等によって異なる場合は、その旨が分かるように記載してください。

答２．当会正会員各社共に「一般的に大型車ユーザーにおいては、積雪路及び凍結路を走
行する際、スタッドレスタイヤを装着する必要があることは十分に認知されており、適切な
選択が図られているもの」と認識しています。
当会正会員各社のカタログにおける記載及びユーザー等からのスタッドレスタイヤといわゆ
るオールシーズンタイヤの性能差等に関する問合せへの回答例は次ページ以降に記載。

2/14
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Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-1. カタログ記載例(A社-冬用タイヤカタログTOPページ)

TOPページは､スタッドレスタイヤのラインナップのみ表示。
(冬道にミックスタイヤを推奨していない)

全て
スタッドレス
タイヤ

3/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-2. カタログ記載例(A社-スタッドレスタイヤページ)

氷雪路の路面サンプルを記載し、スタッドレスタイヤの
使用域を啓発。

路面
サンプルを
記載
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Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-3. カタログ記載例(A社-ミックスタイヤページ)

“浅雪路に威力を発揮”と記載し、使用域を掲載。

5/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-4. カタログ記載例(B社-オールシーズンタイヤページ)

“季節・天候に左右されず、確かな性能を発揮するオール
シーズンタイヤ“との表記にとどまっており、氷上性能、雪上
性能についての言及はしていない。
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Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-5. カタログ記載例(C社-オールシーズンタイヤページ)

保有性能イメージとして、雪上
性能については、雨天と同列の
扱いで、大きく訴求していない。

訴求ポイントは、耐摩耗性、
ウェット性、ころがり抵抗で、
冬道に限った訴求はしていない。

7/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-6. カタログ記載例(C社-スタッドレスタイヤページ)

一方、スタッドレスタイヤは、
氷上、雪上性能をメインに
訴求。
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Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-7. カタログ記載例(D社-オールウェザータイヤページ)

オールウェザーカテゴリー商品の性能特長には、冬性能の
項目はなく、積極的な使用推奨をしていない。

冬性能に関する項目無し

9/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

1-8. カタログ記載例(D社-スタッドレスタイヤページ)

スタッドレスカテゴリー商品の性能特長は、氷雪上性能、
スノー性能を第一に表示しており、冬道走行での使用
推奨を図っている。

氷雪上性能、スノー性能を第一に表示

上記説明の通り､オールシーズンタイヤとスタッドレスタイヤ
での保有性能を明確に差別化しており、降雪エリアでの
オールシーズンタイヤは使用推奨とはしていない。

10/14



Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

2-1. ユーザー等からの問合せに対する回答例(A社)

一般的に大型車両使用者及び販売店はミックスタイヤと
スタッドレスタイヤの性能差は理解しており、カタログ上の
表記に留まるのみとなっている。

又、スタッドレスタイヤ、ミックスタイヤの差異の問い合わせは
殆ど無いが、問合せある場合は、ミックスタイヤは浅雪のみ
で、冬道使用にはスタッドレスタイヤを推奨していると回答。

11/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

2-2. ユーザー等からの問合せに対する回答例(B社)

“オールシーズンタイヤはどの程度の雪道、凍結路の走行を
想定しているか？”との相談への対応例

・オールシーズンタイヤは浅雪（１センチ程度）は走れるが、
それ以上積もるとチェーンが必要となります。
氷上性能は夏タイヤと変わり有りません。
氷雪上ではスタッドレスタイヤをお奨めします。
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Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

2-3. ユーザー等からの問合せに対する回答例(C社)

改めてスタッドレスタイヤとオールシーズンタイヤの性能差
について言及していないが、降雪地域に行くようであれば、
スタッドレスタイヤを使用する様に推奨している。

13/14

Japan Automobile Tyre Manufacturers Association

2-4. ユーザー等からの問合せに対する回答例(D社)

・オールシーズンタイヤは浅雪程度を想定しているため、降雪エリア走行
がある場合は推奨できません。スタッドレスタイヤを使用してください。
・オールシーズンタイヤは凍結路面には対応しておりませんのでスタッド
レスタイヤの使用を推奨します。
・オールシーズンタイヤは非降雪エリアにおいて路面がうっすら白くなる
程度の降雪状況までの使用を推奨します。
・オールシーズンタイヤで降雪エリアを走行する際は必ずタイヤチェーンを
携行し、路面状況が悪化する前に装着してください。

上記対応が一般的と考える。

しかし、顧客(エンドユーザーなど)や販売店はオールシーズンタイヤで降
雪エリアを走行できると思っていないため(スタッドレスタイヤを装着するた
め)、オールシーズンタイヤでの雪道走行についての問い合わせを受ける
ことはほぼない状況。
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